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第4章

       民族主義から多民族共生へ

一フィジー諸島共和国における2006年 クーデタの特質一

丹羽 典生

要 旨: 2006年12月5日 、フ ィジー諸島共和 国において、史上4度 目に当た るクー一

デ タが発 生 した。本稿 は、 この事件の展開について一定の素描 を行 うとともに、 フ ィ

ジーの これ までの クーデ タ(1987年5月 、1987年9月 、2000年5月)と 対比す る こ

とで今回 のクーデ タの特質 をあき らか にす るこ とを 目的 としてい る。そ してグローバ

ル 化の進展す る中で国民国家の枠組が再編 されている現代オセアニア社会 の一側面 に

ついて、政治 的不安定性 とい う視 点か らアプ ローチす る準備作業 としたい。

 これ まで のクー デタはいずれ も、移 民の末筒 であるイ ン ド人を主体 とす る政権の

成立 と軌 を一 に した、先住 系フ ィジー人 に よる民族主義的運動 とい う側面 があった。

それ に対 して、今回2006年 の クーデ タでは、これ までの3度 の クーデタ と異な り先住

系 フィジー人民族主義 とい う側 面は希薄 で、政治腐敗が動機 と して掲げ られてい る。

そ して、 クーデ タ後 の政治過 程 も、① 民族 対立の要素、② 関係 者(最 高首長会議 、教

会 、労働組 合、人権団体)の クーデ タに対す る反応、③軍 の性質 と行動、 とい う3点

にお いて性質が異 なってい る ことを論 じた。

キー ワー ド:紛 争 、 クー デ タ 、 ア フ リカ 化 、 フ ィジー

はじめに

 本稿 は、近年オセアニ アで生起 してい る政 治的不安定性 とい う問題 にっ いて、 フィ

ジー の事例 か ら検討す るこ とを 目的 としている。2006年 はオセ アニア各地 で政治的 混

乱が相次 いで起 こった年 で あった。マ ライタ系 とガダルカナル系住 民の対 立を背景 と

す る4月 の ソロモ ン諸島 における都市暴動 が起 きたのに続 き、ll月 には トンガで も国

王の経済 的寡 占状態 な どに不満 を持つ層 が民主化 を大義名分 として都市暴動 を起 こ し

た。 さらに12月 には フィジー において クーデ タが発生 している(詳 細 は後 出)。 これ

らの政 治的混乱 は、ブーゲ ン ヴィル 、ニューカ レ ドニアな どのオセアニアで も古 くか
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ら紛争が頻発 していた地 域以外の場所 で、 同時期 に起 きた とい う意 味で も注 目に値す

る。実際 、民族紛争 な どの政治的不安定 さの近年 におけ る増大 に着 目 して、オセ アニ

ア地域 の｢ア フ リカ化｣と 表現す る論者 も出現 している(Reilly [2000];cf.丹 羽 [2009])。

 オセ アニア地域全般 の動向 とは別 に今 回の政治的混乱 にも、 当然 の こ となが ら各社

会 固有 の歴 史的 な背景が存在 している。た とえば、 ソロモ ン諸島 にお ける4月 の都市

暴動 は独 立(1978年)以 前 の 土着 主義 的運動 との連 続性 を あ る程 度有 して い る し

(Fraenkel[2003];Moore[2004])、 トンガの民主化 を求める動 きは遅 く とも1970年 代後

半 か ら始 ま り、民主化 の進展 の鈍 さに平 等な権利 を求 める人々か らの不満 の声 が高ま

っていた ことは周知 の事 実であった。

 本稿 が対象 とす るフィジーで も、1987年5月 にフィジー史上 初の ク・・・・…デ タが発 生 し

て以来 、政治的混乱が続 いてお り、以後1987年9.月 、2000年5月 、2006年12月 と計

4回 の クーデ タが起 きてい る。 オセアニア地域におけるフィジー の クーデ タが持つ重

要性 に比例 して、関連す る研 究文献 も数 多 く存在 してい る(詳 細 は1-2を 参 照)。また、

南太平洋 で最 初にクーデ タを経験 し、近年起 きてい る他 のオセ アニア諸国家にお ける

政治的混乱 の さきが けのひ とつ にもなった フィジーの事 例を検証 す ることは、オセ ア

ニアにお ける地域紛争 、 こ とに民族問題 の最近動 向を理解 す る一助 にな ると考 える1。

本稿 は2006年12月 に起 こった最新 のクーデ タの分析 を中心に置 くが、まず は次節 で

1987年 か ら2000年 までのクーデタにつ いて本論 と関わる限 りで整理す る。3節 では

2006年 に起 きた クーデ タの背景 と展開について記述 ・分析す る。そ して最 後に4節 で、

過去3回 の クー デ タ と比較検 討す ることに よ り、今回の クーデ タがいかな る特 質 を持

ってい るのか についてあ き らかに したい。

第1節 フィジーにおける政治的混乱

1-1 クー デ タ小 史

 2006年 のクーデ タの分析 に入 る前 に、フィジ・…一・bにおけ る政治 的混乱 の歴 史を振 り返

ってお きたい。 フ ィジーで最初 にクーデ タが起 きたのは、1987年4月 の総選挙 を経 て

フ ィジー 労働 党(Flj i Labour Party)・ 国民連合党(Nationa1 Federation Party)の 連立政

権 が成 立 した翌5月 の こ とであ った。 労働 党は当時、労働組合活動家 な ど都市 中産階

級 を支持 基盤 とす る政党で、多民族 によって構成 されていた。先住系 フィジー人2テ ィ

モ ジ ・バ ヴァンラ(Timoci Bavadra)を 指導者 とす るこの労働 党 とイ ン ド人 を主た る支

持 基盤 とす る国民連合 党が手 を携 えるこ とによって、フ ィジー の独 立以来一貫 して政

権 与党 を担 っていたフ ィジー人 を支持基盤 とす る同盟 党(Alliance Party)に 対す る選

挙 戦で勝利 を収 めた。 政権交代の結果、移民集団 であるイ ン ド人が フィジー を支配 し
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てい る とい う論調が一部 フィジー人 のあいだ に流布 して、 タ ウケイ(Taukei)運 動3と

呼ばれ る民族主義的 な動 きの高揚 に連動 してフィジー各地 で暴動 が起 きた。 フィジー

人 シテ ィ ヴェニ ・リガママ ンダ ・ラ ンブカ(Sitiveni Ligamamada Rabuka)中 佐が1987

年5月14日 にクーデ タを決行 したのは、こうした暴動 の収拾 をはか る とい う大義名分

で もあった4。彼の主張は 、フ ィジー…一・はフィジー人首長に よって統治 され るべ きで 、政

府 は フ ィ ジー人 の経 済 的 発展 に配慮 す べ きで あ る とい うもの であ っ た(Dean and

Ritova[19881)。

 2度 目の クーデ タは、そ の4ヶ 月後1987年9月25日 に起 きた。 クーデ タ後の混乱

を収 め るため に追 放 され た与 野党 は、何度 か の協議 を経 て、 デ ウンバ 協 定(Deuba

Accord)を 結 んだ。 しか しランブカ は、デ ウンバ協定 にはフィジー人 の民意 が反映 さ

れてい ない と不満 を表 明 して、再度 クーデタを起 こ したのであ る。2度 にわた る クー

デ タの結果 、 フィジー人 を中心に大衆的な支持 を得た ランブカは、大首長会議唯 一の

終身 メンバーの栄誉 を手 に し、1990年 には首相に就任す るまでに至 る(Sharpham[2001:

189])。

 権力 の座 に上 り詰 めた ランブカ ではあったが政権運営には行 き詰 まった。 国内的に

は 、議会 の分裂か ら予算案 の計上 に失敗 していた し、国際的に も、 クーデ タ後 に改正

され成 立 した1990年 憲法 は、大統領 、首相 の役職保持者 をフィジー人に限定す るとい

う民族差 別的条項が含 まれ ていた こともあ り、国際社会 に受 け入れ られ るにはほ ど遠

か った。 砂糖 の輸 出業 、観光業 な ど諸外 国の資本に依存 した経済構造 にあ るフ ィジー

にお いて、各 国 との関係正 常化 は、国民経済安定化のために も必 要 とされていた。 こ

うした国内外 の行 き詰 ま りを打開す るために行われた再度 の憲 法改正の結果、多 民族

主義 的で国際的 にも評価 の高い1997年 憲法が成 立 し、フィジー は国際社会へ の復 帰に

成 功 した(La1[1998];丹 羽[2005])。

 ところが皮 肉な ことに、 この新 憲法の もと行 われた総選 挙では、憲法改正 の立役者

であ るフィジー 政党(SVT:Soqosoqo Vakavulewa ni Taukei)と 国民連合 党の両政党

は惨敗 を喫 し、フ ィジー史上最初のイ ン ド人首相 であるマーヘ ン ドラ ・チ ョー ドリー

(Mahendra Chaudhry)率 いる労働党 を中心 とす る政権 が誕 生 した。3度 目の クーデ タ

は労働党政権 が誕生一周年 を迎 えた2000年5.月 に起 こった。実行者 はジ ョー ジ ・スペ

イ ト(George Speight)と い うパー ト・ヨー ロピア ン(Part-European)5で ある。彼 も、

ランブカ と同様、 フィジー 人に よるフィジー の支配や フ ィジー人の経 済的地位 の向上

を呼 びか け、彼の出身地 を中心に一部 フィジー人 のあいだに大衆的 な支持 を得 る こと

がで きた。 しか し軍部 の支 持 をと りつ けることには失敗 し、 クーデ タに関与 した者は

2000年7月 一斉 に検 挙 され ることで、一連 の騒動 に幕が引かれ た(Lal[2000a】,[2000b】;

丹羽[2000])。
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レ2 民族か階級か一一クーデタに関する先行研究

 フィジーの クーデ タはオセアニア地域 とい う枠のなかで も最初 に起 きたクーデ タで

あった。そのため、フ ィジー にお け るクーデ タ、ことに1987年 のそれはオセ アニアに

おい て もっ とも研究 され てきた主題 のひ とっ とい えよ う。歴史学 、社会学 、人類 学、

国際政 治学 、憲法 学な ど様 々な学 問的見地か ら、多様 な分析 が加 え られて きてい る6。

クーデ タの発生要因 に関 して も各論者 のあいだに一致 した見解 があ るにはほ ど遠 くへ

民族的対 立 と経済的格差 の2つ の要因に配視 しっつ、 どちらに強調点を置 くか とい う

点で議論 は大 き く割 れて いる(Firth[1989];丹 羽[2005】)。

 民族 的な要因について は前節の整 理か らも明 白に読み取 るこ とができ よ う(cf.・Scarr

[1988})。 クーデ タが起 きたのはいずれ もイ ン ド人 が支配 的 とされ る政権が誕 生 した時

で あ る し、 クーデ タ実行 者 は、つね にフィジー人 によるフ ィジーの支配 とフィジー人

の経 済的進展へ の配慮 を唱 えていた。 また、 フィジー人 のあいだで強い影響 力 を持 っ

てい る公的機 関 もクーデ タを支持 してい るこ とは着 目に値 する。 た とえば、 メ ソデ ィ

ス ト教会 は、1987年 の クーデ タでは明 白に、2000年 のクーデタでは暗黙 の うちに クー

デ タ支持 を支持 していた。 フ ィジー人 の9割 はキ リス ト教徒で あ り、その うちの7割

近 くをメ ソデ ィス トが 占めてお り(Government of Fiji[1989:17];丹 羽[n.d.])、 フィジ

ー人 は宗教 的アイデ ンテ ィテ ィを強 く持つ傾 向があるこ とを考 え合 わせ る と
、教会 の

支持 が持 っ影響 力の強 さが理解で きよ う。 また、大首長会議 もクーデ タに対 してメ ソ

デ ィス ト教会 と同 じよ うなスタンスを示 していた。 フィジー人 の首長で構成 され る同

機 関の 見解 が フィジーの一般人に与 え る影響力 は想像に難 くない。

 一方 、以上の よ うな民族 的な要 因を認 めつ つ も、クーデ タの起 きた背景 として階級

的な側 面 に注意 を呼びか ける論者 もい る(cf Robertson and Tamanisau[1988])。 彼 らは、

1970年 の独 立を経 て、近代化、都 市化 の進展が加速化 してい るフィジー におい ては、

民族 間 の差異 よ りも、 民族 を横 断す るよ うな経 済的な格差 の影響 が大き くなって きて

い る と指摘 す る。 後者 は、経済開発 に乗 り遅れた貧 しい フィジー人 と経 済的に裕福 な

イ ン ド人 とい う対立的 なイ メージは統計的なデータに基づ いた事 実でない と指 摘 し、

民族 を横 断す る経 済的格 差や利害関心の多様化 に着 目す る。事実 、1987年 の総選 挙で

争 った 二大政党の対立 は、経済的な階級 間の争い と読み替 える ことが可能 な側 面 もあ

る。 た とえば、勝利 を収 めた労働 党は、 当時成長 しつつ あった都 市 中間層 、ホ ワイ ト

カ ラー そ して労働組合(い ずれ も多民族 で構成 されていた)の 支持 を得た政 党で あっ

た し、敗 北 した同盟党 は農 村部で生活す る保守的傾 向の強いフ ィジー人を中心的支持

母体 と していた。
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第2節2006年 クーデ タの背景 と展開

2。1 ガ ラセ 内閣 と軍部 の対立の経緯

 それ では今 回2006年 に起 きた クーデタにお いては、何が クーデ タの原 因 として析 出

され うるので あろ うか。以 下では、その点の考察 に踏み込む前 に、 クーデ タの背景 と

展 開につ いて検討 してい く7。

 2006年 のクーデ タ とい うかたちで ライマ ックスを迎えた、軍 ご とに司令官チ ョサイ

ア ・ヴォ レンゲ ・バ イニマ ラマ(Josaia Vbreqe Bainimarama)と ライセ ニ ア ・ガ ラセ

(Laisenia Qarase)首 相 の率い る政府 との対立は、2000年 クーデ タ直後に遡 る長 い歴史

的背景 を抱 えてい る。両者 の対立の火種 が準備 されたのは2001年 総選 挙において、ガ

ラセ率 い るSDL(Soqosoqo Duavata ni Lewenivanua:統 一 フィジー党)が 、 クーデ タ実

行者 の参加 す る政党であ るCAMV(Conservative Alliance Matanitu Vanua:保 守 同盟 マ

タニ トゥ ・ヴァヌア)と 連 携 した ことにある(Lal[2006:261】)。 SDLは フ ィジー人が

経 済的 に発展す るための援 助の必要性 を強 く唱 え、フィジー人か らはばひ ろく支持 を

得ていた。CAMVは2000年 クーデタ実行者 も参加 した政党で、政策的 にはSDLと 遜

色ない が、 クーデ タ関係 者へ の恩赦 をマニ フェス トで提唱 して いる点で特色が あった

(Lal[2006:221])。 ・クーデ タの事後処理 を 目的 とす る軍 か ら指名 され たこ とに よって、

臨時政権 の首相 の座 に座 る ことがで きたガ ラセ は、2000年 クー デ タ関与者 へ の恩赦 を

政策 として訴 えていたCAMVと 連携す ることでバイニマ ラマ の意 図を裏切 っていた

とい える。

 選挙 で勝 利 を収 めた後 も、ガ ラセ政権 はフィジー人を特 定の対象 と して経 済援 助計

画 を立案 す るな どフィジー人 民族 主義 と手 を結 んだ政治運 営 を続 けてい く。 人種差別

発言 を繰 り返 し行 う閣僚 に対 して謎 責処分 を しないガ ラセの態度 は、 国民 こ とにイ ン

ド人 か ら人種差別 を事実上容認 している と受 け取 られ るに十分で あった。 クーデ タに

関与 した廉 で禁 固刑 を受 けてい た首長 た ちが病気 を理 由に次 々 と釈放 され た こ とも

(Bhim[2007:118-119])、 ガ ラセ が暗黙の うちに クーデ タを容認 してい る とい う心証 を

人々に与 えた。

 政 策 的 に も 、議 論 を 巻 き起 こ した 諸 法 案 一 一 た と えば ・ 和 解 法 案(Reconciliation,

Tolerance and Unity Bill)は 、 クーデタ関与者へ の恩赦事項 を含む とされて いた一一 を

押 し進 め よ うとしていた(Bhim[2007:111-143];丹 羽 【2007:6])。 いわば、ガ ラセ政

権 は 、クー デ タで唱 え られ ていたフィジー人 民族 主義のアジ ェンダを合法 的 な経路で

達成 しよ うと してい た と非難 され て もおか しくない側面を備 えて いた とい えるのであ

る。

 2000年 クーデ タの余波 で起きた同年ll月 の内乱の結果 、軍か ら死者が 出たのみな
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らず、みず か らの生命 まで 脅か され た こともあ り2000年 クーデ タに対す る激 しい批判

者 とな ったバ イニマ ラマはぐ 国家の守護者 とい う軍の立場 上の制約 を超 えて、ガラセ

政 権 を非難す るこ とになった。2006年 の選挙運動 に際 しては、軍隊が フィジー各地に

赴 いて 、反SDLキ ャンペー ンを行 うほ どまで両者 の関係 は悪 化 して いた(Ratuva

[2007a:26-45])。

2-2 クー デ タへ

 軍の反 ガラセ ・キ ャンペ ーンにもかかわ らず 、ガ ラセ政権 はCAMVと 連携 して フィ

ジー人票 を固め ることで2006年 総選挙 に勝利を収める。第二次ガ ラセ政権 と軍 の関係

は改善 の兆 しを見せず 、む しろ両者は メデ ィアを通 じて相互 に非難 の言葉 を交わす な

ど、手詰 ま りの状態 になった。双方の関係 を憂慮 して、ニュー ジー ラン ド政府 が ウェ

リン トンで会談 の場 を設 けた こ とも関係 改善の手助 けとな らなかった。2006年11月

29日 、この ウェ リン トン会談の決裂を持 って、バイニマ ラマ はガラセに最後通牒 を突

きつけた(丹 羽[2007])。

 しか しガ ラセの対応 に納得 しなかった軍 は、2006年12月5日 、｢ク リー ンア ップ ・

キ ャンペー ン｣と い う名 で クーデ タを実行 に移 した。翌2007年1月5日 には臨時政権

を成 立 させ 、大統領 を味方 につ けたバイニマラマ は、彼 の権 限 を利 用 してみずか ら臨

時首相 の座 を 占めた。そ して首相 と しての権 限を利用 して臨時内閣 を組 閣 した。 臨時

内閣の 閣僚 には、フィジー 労働 党か らマーヘ ン ドラ・チ ョー ドリー、ポセ ジ・ブネ(Poseci

Bune)が 、国民同盟党(National Alliance Party ofFiji)か らラ トゥ ・エペ リ ・ガニラ ウ

(Ratu Epeli Ganilau)が 参加 した。 それ 以外 には、軍の元司令官 で2000年 クーデ タに

際 して軍が 当初 臨時首相 として候補 に挙 げた ラ トゥ ・エペ リ ・ナイ ラテ ィカ ウ(Ratu

Epeli Nailatikau)が 閣僚の メンバー となった(丹 羽[2008])8。

 以上 の布 陣 の もと、臨時政権 は、多民族主義、政治汚職 の一掃 とい う彼 らが掲げた

理念 に向か って動 き始 めた。公務員制度 の改革、国家機 関への捜査介入 な どが矢継 ぎ

早 に行 われ 、多民族 主義国家 と してのフィジー を実現 させ るた め｢変 革 と革新 に向 け

た人 民憲章(A People's Charter for Change&Progress)｣(以 下、人民憲章 と記す)の 制

定 を進 めて い る。 人民憲章 は これ までのフ ィジー の政治的問題 の源泉 を人種差別主義

に あった と総 括 した上で 、差別 のないすべ ての民族 に平等 な社会 の実現 を 目的 に掲 げ

た文書で あった9。軍 による非常事態法 を盾に した反政府集 団への暴 力事 件 も起 きて い

る一方で 、各 種市民団体 、フ ィジー人権 委員会 さらに人民憲章 の議長 と してカ トリッ

クの大 司教 で あるペテ ロ ・マ タザ(Petero Mataca)の 参加 を得 てい ることに もあらわ

れ てい るよ うに、憲章作成 の動 きは一定の層 か ら支持 を得 ることに も成功 している(丹

羽[2007],[2008])。 他方 で、臨時政権に対 して総選挙 を経 た民主的国家へ の復帰 を求
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める国際社会からの風当たりも強く、当初臨時政権は、2009年3月 の総選挙開催に向

けて、センサスの準備や選挙区間の調整を進めていた。本稿執筆時点では、国内外か

らの批判にもかかわらず、選挙の開催時期を2014年 まで先延ば しする決定を下 してい

る。

第3節 2006年 クーデタ の特質

 以 上、 これまで フィジーで生起 した クーデ タの歴 史 と特徴 を簡潔 にま とめた上 で、

今 回のクーデタの展開 を検討 してきた。本節 では、1987年 に2度 、2000年 に1度 起 き

たかつ ての クーデ タと2006年 に起きた今 回のそれ とを比較す るこ とで、今回の クーデ

タの特質 につ いて考察 してい きたい。結論 を先取 りす ると、1)民 族主義 的要素、2)

各種団体の クーデ タへ の対応 、3)軍 それ 自体 の変質が着 目され るべき点で ある と、筆

者は考 えている。以下、順 に考察 してい きたい。

3-1 民族主義的要素

 まず、民族主義的要素についてみ ていきたい。1987年 、2000年 のクーデ タと今回の

それ とを比較 した時 、一番 目にっ く特質 は今 回のクーデ タに民族主義的要素 が希薄 で

ある とい う点で ある。これ までのクーデ タは先住系フィジー人の権利の擁護 を唱 えて、

それ と表 裏一体 となった移民集 団の末裔 であ るイン ド人へ の批判が な され ていた(cf

Lal[1988】,[1992])。 民族 主義 の興隆 と歩調 を合わせ て、フィジーの伝統的価値観 を重

視す べ きだ とい う主張 も多かれ少 なかれ唱 え られていた。 この文脈にお いては、 フィ

ジー人の先住 民 として の権利 を優遇せず 、土着 の人 々で ないイ ン ド人 のそれ と等式で

扱 うよ うな民主主義 とい う制度は所詮｢外 来種 の花(Foreign flowers)｣で あ り(cf. Ratuva

[2006:38-39])、 大首長会議 、キ リス ト教 こ とにメ ソデ ィズムの教理 とい った フィジー一

に根づい た伝 統的制度の もとに政治 が営まれ るべ きだ と された10。こ うした クーデ タの

主張 の理念 的側 面は もとよ り、1987年 、2000年 の クーデ タを契機 として発 生 した暴動

につ いてみて も、イ ン ド人が被害者 となるこ とが多かった といえる。

 それ に対 して 、今回 の クーデ タには民族主義 的主張や暴動 を扇動 した り、それ らと

手 を携 え るよ うな側 面が ない。 む しろ、バイニマ ラマ は、フィジー社会 に根深 く存在

して い る民族主義的傾 向 を強 く批 判 し、イ ン ド人 を含 めた フィジー にお ける少数 民族

の権利 も保護 す る｢真 に民主主義的｣で 、多民族国家 と しての フィジー の形 成 を主張

してい る11。すでに述べた よ うに、1987年 の クーデタ後 の憲法改正 では、大統領 及び

首相就任規定 にフィジー人で あることとい う民族的属性 が用件 として付 与 され た(Lal

[1998:161)。 同様 に、2000年 のクーデ タにおいて、実行者 は先住 系フィジー人の政治
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的支配 や利 害への配慮 を訴 えていた(Robertson and Sutherland[2001];丹 羽 [2000])。

ところが今 回のクーデ タでは事態 が逆転 してい る。バイ ニマ ラマは 、ガ ラセ政権が民

族 主義 者 に荷担 した こ とをむ しろ批判 してい る。

 軍に よる多 民族 主義 の標榜 は、彼 らの提起す る選挙法改正案 にもあ らわれて いる。

フ ィジーの独立以 降の選挙 制度 の特色は、議席民族別議席(communal seats)と 民族別

の区分 のないオープ ン議 席(open seats)12に 二分 されている点 にある。前者 について

は、選 挙権 を持つ人 々が フ ィジー 人、イ ン ド人、ロ トゥマ人、そ の他13の4つ の民族範

疇 のいずれ かに分類 され た後に、その分類 に沿って投票す ることで各民族 に割 り当て

られた 国民の代 表が選 出 され る制度 である。各 民族 に割 り当て られ た議席 の数は、憲

法に よって規定 されて いた。後者 は こ うした民族範疇 とは関係 な く、投票 し、議員 を

選 出 で き る議席 で あ り、 い わ ゆ る普 通選 挙 の方式 で決 め られ た議 席 で あっ た(東

[2000:379-387P。

 フ ィジーの歴史 にお いて、 フィジー人が民族別議席 を選好 し、イ ン ド人がオープ ン

議席 の制度 を好む傾 向が ある。 なぜ な ら1950年 代か ら1987年 まで、イ ン ド人 はフィ

ジー 人 を人 口の上で凌 駕 していたため、 フィジー人のあいだにオー プ ン議席 に基づ い

た選 挙制度 の もとでは、イ ン ド人 に選挙で勝利す ることはできない、ひいては 自国内

で政 治 的 に周 辺 化 され か ね ない とい う危 機感 が存在 して いた か らで あ る(Ratuva

[2006];Lal[1992:91-92,195-196])。 フィジー人民族 主義の影響 下に作成 され た1990年

憲 法で は、オープ ン議 席 が廃止 された点 に も、フィジー人が民族別 議席 の制度 を好 ん

でい るこ とが読 み取れ よ う(La1[1998:16】)。

 今 回 の クーデ タで興味深 いのは、ほかな らぬフィジー人であ るバイニマ ラマが民族

別 の投票方 法 はフィジー の社 会に民族別 の分断を招 く原 因であ る と批判 して、選挙制

度 をオ ープ ン議席 に一元化 しよ うとしてい る点である。1987年 の クーデタ以降、イ ン

ド人の 国外 流出の傾 向に歯止 めはかか らず 、2007年 のセ ンサス によると総 人 口に占め

るフィジー 人の割 合が5割 を超 え、逆 に、イ ン ド人の割 合が4割 を切 った とい う人 口

学的 な変化 もこの動向を後押 ししてい るのであろ う14。しか し、それ のみ な らず、これ

まで の クーデ タに批判的 な軍の意 向が、 こ うした選挙制度改正 に向けた動 きに反映 さ

れ てい る点 は、 これまで論 じてきた とお りであ る。

3-2  各種 団体 の対応

 前項では、今回のクーデタ実行者の主張の理念的側面にっいて考察を加えた。臨時

政府は、ガバナンスや多民族主義的などの理念に基づいて様々な施策を敢行している。

たとえば政治汚職・腐敗防止のための委員会設置のほか、公務員体制から大首長会議、

原住民土地委員会など歴代政権が手を出すことができなかったフィジー人の制度にも
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改革の矛先 を向けてい る。 しか し、理念 を実行 に移す 時、現実 に生 きて いる人 々のあ

いだ に衝突 が生み 出 され ることになる。事実 、臨時政権 は政策 を施行す るにあた り、

各種団体 に対 して折衝 を通 じて合意 を諮 るな どの必要性 に迫 られ ている。以 下、本 節

では、今 回のクーデ タの特質 を考 える上 で注 目に値す る各組織 一一 キ リス ト教諸派 、

大首長会議 、労働組合 、市民団体 の順番 に一一 と臨時政権 との関係 につ いて検討 して

い きたい。

 まず 、メ ソデ ィス ト教 会、大首長 会議 の両組織 についてみて みたい。 フィジー人 の

利害 を代表す る組織 として、両者 は1987年 、2000年 のクーデ タに際 して、実行者側

に宥和的 な態 度を示 していた ことは これまで述べ た。 大首長会議 は植 民地時代初期 の

19世 紀末 に、時の総督 が フィジー人 を代表 する機 関 として既存 の首長層 を集 めて設置

され た(Legge[1958:209])。 こ うした歴史的背景 をもつため、構成員 の多 くはフィジ

ー人 の高位 の首長層で形 成 されてい る。一方、 メ ソデ ィス ト教 会 は、フィジー人 の7

割 がメ ソデ ィス ト教会 の信者 であ り、19世 紀 のキ リス ト教が布 教 された時代 に、大首

長 の多 くが メ ソデ ィズムに改宗 した とい う機縁 か ら、爾来、首長層 、ひ いて はフ ィジ

ー人の伝統 と密接 な関係 を持 つ機 関 として認知 されてい る(Halapua[2003]) 。つま り、

どち らも首長 と浅 か らぬ関係 を保持 し、フィジー人 の保 守派層 の受け皿 となってい る。

その意 味で フィジーの伝 統保持 を唱 えた これまでの クーデタに対 して、陰 に陽 に支持

を与 えていた として も驚 くには値 しない。

 しか し、今回の クーデ タにおいて、両組織 は クーデ タに対す るこれ まで の態度 を一

変 させ て、バ イニマ ラマ によるガラセ政権追放 を｢非 合法な活 動｣と して明言 して、

批判 してい る。 さらに、臨時政権 の肝い りとして推進 されてい る人 民憲章 に、 どち ら

も公 式 に不参加 を表 明 している。逆 にクーデ タ実行者側 も、これ までの クーデ タでは

形式的身振 りであった と して も大 首長会議や メ ソディス ト教会 か らの庇護 を求 めてい

たが 、今 回に関 してみてみ ると、大首長会議 を政治汚職 の一環 とし、それ 自体 を変革

され るべ き対象 と して非難 してい る し、 メソデ ィス ト教会へ も、教会 が政治 的な活動

をすべ きでない と明確 に距離 を置 いてい る(Ratuva[2007b])。

 各種 団体の反応 をみ た時に興味深 いのは、1987年 、2000年 の ク…一・・デ タに対 して は一

貫 して批判 の姿勢 を崩 したこ とがないカ トリック教会 が、今 回の クーデ タに関 しては

よ りニ ュアンスに とんだ反応 を示 している ことであ る。 カ トリック教会は フィジー に

お ける第二 のキ リス ト教 勢力 と して、フィジー人の13.8パ ーセ ン トにあたる信者 を抱

えてい る(Govemment of肺 〔1989:171)。 大司教ペテ ロ ・マタザ は、一定の批判 は しつ

つ も、ガ ラセ政権に問題(こ とに多民族への配慮 に関 して)が あった点 も指摘 して 、

人民憲章 は｢人 民の契約｣で ある とその作成委員会 の議長 としての任命 を受諾 してい

る(cf Mataca[2007])。 や は りカ トリックの神父で フィジーの貧 困問題 に取 り組む社会

事業家 と して知 られたケ ヴィン ・バ ・…一・(Kevin Barr)15に な ると、今回 のクーデ タに対
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して、 よ り平等 な社会 を実現す る可能性 さえ見いだ して、軍事 的な政権 奪取 を単純 に

是認す るわ けではない ものの、軍が行動 を起 こすに至 る背景には一定の理解 を示 して

い る(cf Baleidrokadroka, Barr and Qalowasa[2006】)。

 っ いで、労働組合 、市民団体 につ いてみてみたい。大首長会議 、メ ソデ ィス ト教会

が排他 的 にフ ィジー人で 占め られ た組織で あった とす る と、労働 組合 と市民団体 は、

組織 の構成員 の面で も理念の面 で もよ り多民族的特質 を示 して いたこ とは事実 であっ

た16(Mamak[1978〕)。 ただ し労働組合運動が進展 してい く過程 で、主たるメ ンバーや

活 動理念 の面で労働 党 との結 びつ きを強 めていったことも事実 である。労働 党は結党

当初の理念 と構成 メ ンバ ーの点で多民族 主義的特質を備 えていたが、1987年 、2000年

の クーデ タ によって政権 の座 か ら追い出 され るとい う歴 史的経験 を経 るなかで党の性

質が 変質 していった。 まず、党の支持基盤 が都 市中間層か ら農村 部のサ トウキ ビ生産

者(そ の多 くはイ ン ド人)へ と徐 々に変化 した結果 、現在では、名 実共にイ ン ド人 の

利 害 を代表せ ざるを得 ない位置づ けにある。そ うした支持基盤 の変化に伴 い、結党初

期 には あまた参加 してい た有力 なフ ィジー人政治家 も別 の政党へ と鞍替 えす る とい う

現象 も起 きていた(Lal[2000a:28])。

 こ うした労働組合 と特 定政 党の結びつきは、政治的混乱期 の対応 の差 として明確 に

あ らわれ てい る。た とえば、1987年 、2000年 の段階では追放 され た労働 党 との関係 の

深い 労働 組合 の多 くは基 本的に クーデ タに対 して批判的で、場合 によっては、 クーデ

タ後 に成立 した臨時政権 を批 判 して、オース トラ リアやニ ュー ジー ラン ドな どの近 隣

諸外 国に経済制裁 の要求 も して さえた(Lal[2002:93】)。 ところが今回 は事情が異 なっ

てい る。2006年 の クーデ タにお いては、過去の クーデ タにみ られた臨時政権 に対す る

激 しい批判 はみ られ ない し、諸外 国による経済制裁 も求めていない17。臨時政権 の閣僚

に労働組合 と関係 の深 い労働 党の議員 が主要 閣僚 として含 まれ てい ることもあってか、

FTUC(Fiji Trade Union Congress)の 傘下組合 であ る公務員協会 と教職員組合 は真 っ先

に臨時政権 の賃金削減策 にも妥協 してい る18。それに対 して、労働組合 と特定政党 との

結びっ きを批判 してFTUCか ら離脱 したFICTU(Fiji lslands Council of Trade Unions)

の傘 下組合 は、政府の政策 に妥協す ることなくス トライキ を実行 した(Prasad[2007])。

 FTUCが 労働党 との 関係 が深 い とはいえ、構成員や組織 の理念 の点で、多民族 的 と

され る組 合 であ る一方、後者 の組合 にはフィジー系が中心的 なメンバー となってい る

組合 で ある。後者の組合 には、フィジー人民族主義的ス ローガ ンを掲げ る人々 もお り、

これ までの クーデ タとも密 接な関係 を持った人物 も含 まれていた。

 各種 の市 民団体 のクーデ タに対す る応接 に も、似 たよ うな分裂 と変化が見受 け られ

た。 これ までの クーデ タに対す る厳 しい批判者 であった フィジー 人権 委員 会(Fiji

Human Rights Commission)の シ ャーエスタ ・シャ ミー ム(Shaista Shameem)は クーデ

タを公 然 と支持 してい る どころか、軍 ・臨時政権 を後押 しす るかの よ うな態 度 を示 し
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ている。人権委員会が臨時政権成立の前日に発表した独自の調査リポー トは、2001年

に成立したガラセ政権は非合法な手続きで成立していること、同政権は政権運営にお

いて憲法違反にあたる側面があること、さらに2006年 の総選挙の運営が適正になされ

ていないため同選挙は選挙違反であると主張した。そしてこの主張の論理的帰結とし

て、バイニマラマが追放したガラセ政権もそもそも違法であるので、軍の政権奪取も
                      な
クーデ タにはあた らない と軍 の行動 を正 当化 しているのであ る19。以上の人権委員会の

行動 は、 これ まで行動 を ともに していた各種の市民団体 か らも批判 され 、 フィジー女

性 のための緊急対策本部(Fiji Women's Crisis Centre)の シャ ミーマ ・ア リー(Shamima

Ali)と の対立は公然の事 実 となってい る(Lal[2007])。

 よ り複雑 な反応 を示 して い る市民団体 としては市民憲法 フォー ラム(CCF:Citizens'

Constitutional Forum)が 挙 げ られ る。1987年 クーデタ とフィジー人民族主義の興隆へ

の反省 か ら1992年 に結成 され た同団体は、多民族国家 としての フィジーや政治汚職 の

一掃 を唱 え
、必要 とあれ ば大統領 も裁判 にかける とい う積極 的活動で知 られて い る。

しか し、今 回はクーデ タには批判 的な コメン トを出 してい るものの、同時 にガ ラセ政

権 の問題点 も指摘 してい る。 そ してなに よ り、軍の肝い りで始 め られ た人民憲章 も高

く評価 している20(Dakuvula[2007】;Yabaki【2007a],[2007b])。 名前に｢憲 法｣を 冠 して

いる ことか ら伺 えるよ うに厳格立憲主義 を唱道 してきた 同団体 が、違憲 な政権奪取の

結果 生まれ た臨時政権 に対 して とる態度 としては、2000年 の クーデ タに対す る手厳 し

い批判 と比べ ると、若干後退 しているよ うにみ えな くもない。

 クーデ タの性質が変化 して いる ことを考慮す る と、上記 の各種 団体(労 働組 合 、市

民団体)の 反応 に変化がみ られ て も不思議 はない。 ことに彼 らは多民族主義 を標榜 し

ていた以上 、多民族主義 に理解 を示す軍 の動 きを後押 していた として も驚 くには当た

らない。む しろ、今回 のクーデ タの変化 で着 目す べきは、彼 らの活動 の も うひ とつの

柱 ともいえた、立憲 主義(そ してそれ と裏腹 となったこれ までのクーデ タへの手厳 し

い批判)が な し崩 しとな ってい る点であ ろ う。事実、立憲主義 の放棄 とも見 えな くも

ない側面 は、 これまで労働 組合や市民団体へ のよき理解者 で もあ った元副大統領 と見

解 の相違 を生み 出 してい る。

3-3軍 の変 質

最後 に、これまでの クーデ タ と異な る特色 とい う意味で、なによ り指摘 され なけれ ば

な らない のはフィジー 軍の変質で あろ う。 フィジー人 とミ リタ リズ ムの関係 には比較

的長 い背景 があ り、フ ィジー人 によるフィジー人 のための機 関 として成長 して きた側

面 がある(Ratuva[2007a])。

 そ もそ も植 民地化以前の フ ィジー社会 は部族 間の抗争 の絶 えない時代 で あった し、

一81・



フィジー 人 自身の伝統 的 自己認識 の一面 として、戦士 としてフィジー人が ある とされ

る(Ravuvu【1988])。 た とえば、1950年 代 までのフィジー・…において フィジー人 を代表

す る政治 家 ラ トゥ ・スクナは、第一次世界 大戦 に際 して、宗主 国であるイ ギ リス軍 に

参加 で きなか った ため、 フランスの外人部 隊に参列 して勲 章を獲得 まで したほ ど軍 に

加 わる ことに積極的で あった(Lal[1992:55】)。 第二次世界大戦 を契機 として1942年

フィジー軍(the　Fiji Military Forces)と い う名称 となる(Firth and Fraenke1[2009:118】)。

この大 戦で は、戦争へ の参加 を巡 って国内は分 裂 したが、歴史的に宗 主国の人び とで

あ るヨー ロ ッパ 人 と利 害関係 を一致 させ て きた フィジー人は、参戦に対 して好意的で

あった。 この よ うに、 フィジー人 とミリタ リズム とい うのは歴 史的に近 しい関係 で あ

り続 けて きた(La1[1992];Kelly and Kaplan [2001])。 独 立後 のフ ィジー軍の歴 代司令官

もフィジー人 で 占め られ てい るし、そ もそ も、兵隊の99パ ーセ ン ト以上は フィジー人

で構成 され てい る(Watson[2005:377])。 つ ま り、フィジー軍 は、フィジー とい う国家

の守護 者 であ る と同時 に、あるいはそれ以上 にフィジー人 の守護 者 として位 置づ け ら

れかね ない側 面が あった とい える(Halapua[2003])21。

 以上 の文脈 に位置づ けて考 えた時、これ まで のクーデ タ時に軍隊が果た した役割 は

示唆的 で ある。1987年 の クーデタに際 して、軍 はフィジー人の利害が侵害 され るとい

う理 由か ら立憲的 な政権 を追放 した。2000年 のクーデタで も同様、イン ド人 を首相 と

す る政 権の成 立がフ ィジー人の利 益を損ね ている と主張す るクーデ タ実行者 の主張に

対 して、 当初軍 は、一体 とな って強固な反対 の姿勢 をとることはできなか った。最 終

的 にクーデ タ実行者に厳 しく対処 したものの、軍内部 の分裂は2000年11月 に軍 の一

部 が反 乱 を起 こす とい う形で表面化 して もい る。時の司令 官バ イニマラマ は死の危険

に さらされ、兵隊 の一部か らも死傷者 を出す結果 となった'(丹 羽[2000])。

 それ に対 して今 回の クーデ タでは、首相 は フィジー人ガ ラセであ り、なに よ り同政

権 は、 フィジー人を対 象 とした優遇政策を前面 に押 し出す な ど、 フィジー人の利害 を

最優 先す る形 で政策 を立案 して きた ことで知 られてきた。 ガ ラセ内閣の閣僚がイ ン ド

人 に対 して繰 り返 し差別 発言 を行 うことも容認 されてい た し、 さ らに、 フィジー人 に

よるフィジー の支配 を唱 えたクーデ タ関与者 へは甘い処罰 しか下 していない。つま り、

軍 司令 官バ イニマ ラマは 、 どの角度か らみて もフィジー人 が支配勢力 を持 って いた政

権 を追放 したのであ る。 バイニマ ラマの掲 げ る理念 は、 フィジーで生活 して いるすべ

ての人 に平等 な権利 を与 える、つ ま り、決 して フィジー人 の支配 に直線的 に結びつ か

ない多民族主義 としての フィジー であった。

 以上の よ うに整理 して い くと、2006年 クーデ タにお ける軍 隊の行動が、これ まで と

180度 方 向性 が違 うこ とがあき らか とな る。 もちろん、 この変化 の原因 をバイ ニマ ラ

マ個人 の性格 的な問題 に帰す ることはたやす い。 しか し、個人 的資質 の問題 には収 ま

りき らない、軍 自体の性質 の変化が背景 にあるこ とも指摘 され るべ きであろ う。 た と
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えば、バイニマ ラマがそ もそ も民族主義の興隆に対 して断 固た る態度 を保持す る こ と

がで きなかった従 来の クー デ タに際 しての軍の行動 に対す る反省 か ら、軍 のなかでは

少数派であ る海軍出身で あ るに もかかわ らず選 出 され たこ とに留意 してお く必要が あ

る。そ して2000年 クーデ タ時 に彼 自身生命 の危険 を冒された事件 が、民族 主義的動 き

か ら距離 を置 き、立憲主 義 を遵守す る軍に転換す るよ う強 い注意 を払 っていたので あ

る(Ratuva[2003];Watson {2005:382-383])。

 以上が軍の 内部 の変化 で ある とす る と、軍は さらに一歩進 んで積極 的に対社 会的 な

関係 も変化 させて きた。 国 を受 け身的 に守護す る役割 に留ま らずζ軍が積極的 に社会

に介入 してい く方針 を打 ち出 しているので ある。パキス タンな どを念頭 に置 きつ つ、

問題 が起 きてか ら対応す る とい うこれまで の軍 の姿勢か ら、 こ とが起 きる前 に問題の

芽 を処理す る先制 主義的態度へ と変更 させ てきたので ある(La1[2007】)。 また、軍は

今 回の｢ク リー ンア ップ ・キャ ンペ ー ン｣を 、一 九九七年憲法 に持 ち越 された と軍の

主張す る一 九九〇年 憲法 の規 定、九四節 三項 の、｢つ ね にフィジー とそ の人 々の安全 、

防衛 、安寧 を保 障す るの が、 フィジー共和国軍の全般 的な責務 とな る｣に 基づ いて正

当化 してい るのであ る22。以上 は、口の1で 触れたガラセ政権 の再任阻止 を 目的 とした

軍主導の選挙活動 を含 めて、すべ て軍 の性質 の変化 とい うよ り大 きな背景 の中で、理

解すべ きで あるので ある。

最後に

本稿 では、過去3回 の クーデ タとの比較 の視点か ら、2006年 クーデ タの特質 を検討

してきた。 その結果、1)今 回 のクーデ タは民族 主義的要 素が希薄 で あるこ と、2)

こ うした クーデ タの本質 的な変化か らクーデ タに対す る各種 団体の対応が変化 した こ

と、3)ク ーデ タを起 こした軍 自体が内部そ して対外的に も変質 した こ とがあき らか

になった。

 2006年 に起 きたフ ィジー史上4度 目のクーデ タは、政権 追放 に留ま るものでは なか

った。 公務員 の上級官 僚の水準 で も軒並み馘 首 と配置転換が な され 、歴代 の政 権が着

手す るこ とが できなかった 、フ ィジー人行政 局、原住 民土地管理委員会 に も改革 のメ

ス を入れて い る。 その意 味 で、フ ィジー 史上初の本格的 な政権 交代 と形容で きるほ ど

のイ ンパ ク トを持 ってい る。 また、 これ までの よ うにフ ィジー 人に よる政権 の樹 立を

唱 える とい うある意 味達成 しやす く、成果 も見 えやす い理念 を唱 えるので はな く、汚

職 の一掃 とい う成 果の見 えに くく、完壁な実現 を期す るのは現実的で ない提案 を掲 げ

てい る臨 時政権の統治が 、いつ まで続 くのかわか りにくい点 も今回 のクーデ タの特質

といえる。

 以上の クーデ タを可能 に した のは、前節 で分析 して きた軍 自体 の性 質の変化 を背景
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として、多民族主義的理念を強く打ち出し、フィジーにおける既得権益をたたくと同

時にそれからはずれてきた人々から一定の支持を得ることに成功した点にある。

 そ してこの点は、今回のクーデタのさらなる特質も開示している。すなわちこれま

でのクーデタが先住権という名の下ではあれ、民族的な利害の回復を中心に置いてい

たのに対し、今回はあくまで多民族主義としてのフィジーという、特定の民族集団に

対する利益の配分という以上の理念的な性質がある点である。であるからこそ、立憲

主義 の もと1987年 、2000年 のクーデ タに反対 していた層(労 働 組合 、市 民団体)も 、

民族 の条件 で区別 を設 け るのではな く、 さらに多 くの人々の政治参加 を呼びかけ る と

い う側 面 もある今回の クーデ タには共感 を示 していたので ある。

 本稿 は2006年 クーデ タの性質 を これ まで のフィジーにお けるクーデ タの歴 史的展

開に位 置づ けて考察す る ことを 目的 とした。そのため、2006年 クーデ タの展開の比較

的初期 に焦 点 を当ててい る。本稿 執筆の時点で、フィジーは依 然 としてバイニマ ラマ

首相の臨時政 権が舵 取 りを行 ってい る。 その後の事態 の展開を踏 ま えたクーデ タの分

析 につい ては、別稿 を期 したい。

 オセ アニア地域 の研究 にお いて 、フィジーにおける政治的問題 は、つねに時代 を画

す 出来事 となって きた。1987年 の クーデタは19世 紀偏重の歴 史研 究への批判 を生み

出 し'20世 紀の諸問題 を取 り扱 う歴 史研究が盛ん となる契機 となった。2000年 の クー

デ タはオセ アニア全般 の治安 の劣化 を問題 とす るアフ リカ化 の議論 をまきおきた。 今

回 の クーデ タがオセアニア地域 の研 究状況 に何 をもた らす のか、現段 階で述 べ るの は

時期 尚早で あろ うが、や は り2006年 クーデ タを契機 として、オセ アニ ア諸社会 に適 し

た政 治制度 の再考 を促 す議 論 を巻 き起 こす ことになるか も しれ ない。 た とえば、 これ

までの よ うに先住 民族の利益向上 を主張す るのではな く、 フィジー国民全体の利益 向

上 を 目指 した クーデ タが起 きた とい う事実は、海外移住者が増 大 しっっ あるオセ アニ

ア諸社 会 のなかで純粋 な先住民族 とい う範 疇 自体 を無批判 に設 定す る ことが難 しぐな

りつつ ある事 実 と関係 して いる。 また、諸外国の援助か ら移民の送金 をは じめ と して

諸 外国 との関係 を抜 きに しては経済の 自立 自体が危ぶ まれ るオセ アニア島嶼 国家では、

多民族 との平和的な共存 を通 じて国内政治 を円滑に運営 しなけれ ば、 これ まで以上 に

経 済の舵取 りに関 して困難 に直面す る時代 となった ことを示 してい る。 その意 味で、

フィジー の政 治問題は 、これ か らもオセアニア地域 における紛争 の発 展お よび紛争の

変質の可能性 を探 る上で意 味深い事例 となってい くこ とであ ろ う。
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注

1オ セア ニ ア には独 立前 に は反 植 民地 的 闘争 が展開 されて いた地域 もある し、西パ プ アの

独 立闘争 や 、パ プ アニ ュー ギニ ア高地 の部 族抗 争 も1960年 代 、70年 代 か ら存 在 して いた。

しか し、世 界 の 中で は相 対 的 に平和 的 な地域 と して知 られ て いた。 平和 的 なオセ ア ニア と

い う前 提 を破 っ た最 初 の事 件 のひ とつ が フィ ジー の1987年5月 の クー デ タで あった とい

え る(Henderson【2005:31)。

2以 下 、 フ ィジー人 とは先 住系 フ ィジー 人 を指す。
3タ ウケイ とは所 有者 、ひ いて は地 主 を意 味 す るフ ィジー語 であ る。先住 系 フ ィジー 人 も

意 味す る。                        '

4彼 自身 は実 行者 に過 ぎず 、 クーデ タの背後 に は別 の人 物が控 え てい た こ とは 、現在 で は

通 説 となっ てい る。 その た め、本稿 で は｢実 行者｣と 表 記 してお く。 この 点 につい て は、

後述 す る2000年 の クー デ タの実 行者 も同様 で ある。

5パ ー ト・ヨー ロピア ン とは、ヨー ロ ッパ人 とフ ィジー人の混 血 の人 々 を指 す言 葉 で ある。

6 雑 誌 の特 集 号 では 、Paeifie Vie wpoin t, 1989, vol.30 number 2.やThe Con temporary

Paeifie,1990 vol.2 number 1.が あ る。ビブ リオ として は、Ewin, Rory,1992 Colour, Class

and Oustom : The｣Litera ture Ofthe 1987Fijj'Couρ. Canberra:Political and Social

Change, Research School of Pacific Studies, Australian National Universityが あ る。

72006年 クー デ タ に関す る詳 細 な記 述 ・分析 につい ては別 項 を参 照 の こ と(丹 羽[2007】 ,

【2008])。
8ガ ニ ラ ウは 軍の 司令 官 と して バイ ニマ ラマ の前任者 にあた る。 ガ ニ ラ ウが選 挙 に立候 補

す るた め同職 を辞 任 した こ とに ともない、1999年2月 、 バイ ニマ ラマ は軍 の司令 官 に任

命 され た(Firth and Fraenke1 [2009:135])。
9 A People's Charter for Change&Progress:Building a Better Fiji For All,2007 April

に草 稿 が公 表 され てい る。

10た だ し、公 式的 見解 の常 として大義 名 分 と しての側面 もある。実 際 、首長 層 に属 さない

ランブ カ 自身 、 クー デ タの後 の展 開 の 中で、 首相 に就 任 してい る。

11こ の箇所 は、注9で も触れ た人 民憲 章及 び各 種 メデ ィア情 報 に依拠 して記述 して い る

 (丹羽 【20081)。
12厳 密 には 、オ ープ ン議 席 制 とい う名 称 は1997年 憲法 によ って規 定 され た名 称 で あ る。

それ 以 前 、独 立前 で は交 差投票 制 、1970年 憲法 で はナシ ョナル議席 と呼称 され てい た(東

[2000:379・387】)。 いず れ も内実 は、 民族別 に区分投票 法 とい う点 で変 化 して い ない。

13先 の三範 疇 か らはず れ た民族 に属 す る人 々に よって構成 され る範 疇 で ある。 注5で 触 れ

たパ ー ト ・ヨー ロピア ンの他 、 ソ ロモ ン諸 島移民 な どが この範 疇 に含 まれ る。

14興 味深 い こ とに 、この提 案 は追放 され たガ ラセ首相 、その他 の 関係者 か らも肯 定的 な反

応 を得 る こ とに成 功 して い る。 統計 的デ ー タ にっいて は、 フ ィジー政府 統 計局 ホー ム ・ペ
ー ジ(http:11www .statsfij i.gov.fi!)の｢2007年 の 事 実 と数 字｣欄 に 記 載 され た デ ー一タ に依

拠 してい る。
15ケ ヴィン ・バーは、その後、民主主義 とい う制度 では貧困の格差の問題 を解決できない

こ とを論 じた著作を上梓 している。バイニマラマの行動を是認す る発言がこの著作内にあ

るわ けではないが、バイニマラマの主張 との相 同性はこの著作にもあき らかである(Barr

[2007])。
16た だ し以下、 とくに注18で もみるように教職員組合 など民族 ごとに分断 された組合も

存在 している。
17経 済制裁 は、臨時政権 よ り一般の生活者への影響の方が強いことがあきらかにな り、政

権批判 として有効な戦略でない と認識 され始 めたとい う組合戦略の変更も背景 にある と思

われ る。
18教 職員組合 は歴史的に、イン ド人が支配的な組合である。フィジー人を中心 とする教職
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員組 合 は 、別 に存在 してお り、 同組合 は ス トライ キを支持 して いた。
19こ の箇所 は、 シャ ミー ムが2007年1月3日 に提 出 した レポー ト(The Assumption of

Executive Authority on December 5th 2006 by Commodore J.V. Bainimarama,

Commander of the Republic of Fiji Military Forces:Legal, Constitutional and Human

Rights Issues.)に 基 づ いて い る。 レポー トは フ ィジー人権 委員 会 のホー ム ・ペ ー ジに も

掲載 され てい る。
20記 録 と して記 して お く と、軍 は市 民憲章 の作成過 程 に関与す べ きで ない と市民 憲法 フ ォ
ー ラムは 明確 に声 明 を出 してい る(Yabaki【2007c】) 。 とはい え、バ イ ニマ ラマ が人 民憲章

の 議長 の 一人 となって い るの は厳た る事実 で あ り人民憲章 の 中立性 に疑 いが もたれ てい る

の も事実 で あ る。

21た だ し、独 立時の1970年 に フ ィジー軍 は、200名 の兵員 しか抱 えて いな か った事 実 を

忘 れ るべ きで はない で あろ う。 そ の後、 国連 の平 和維持活 動 に参加 す るこ とを通 じて兵員

は徐 々 に増や され 、1986年 の時点 で2,200人 、1987年 の クー デ タの結 果 、6,000人 の規

模 まで拡 大 され た。 その後 、兵 員数 は再度 削減 され る傾 向 にあ り、現在 で は3000人 強の

水準 で留 まっ てい る と され る(Firth and Fraenkel[2009:119・121】)。 つ ま り、 フ ィジー

人 と ミ リタ リズム との 間に あ る心 情的 なつな が りは歴 史 のなか で形成 され て きた と して も、

軍 が国 内政 治 に影 響 を及 ぼせ るほ どの規模 になっ たのは比較 的近 年 の こ とで あ るの だ。
22こ の点 に 関 して は 、太 平洋諸 島 フォー ラムのメ ンバーで結 成 され た派遣 団 の提 出 した レ

ポ ー ト(Forum Eminent Persons Group Report)に 記載 され てい る(cf.丹 羽 [2008])。
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